
論 文 審 査 結 果 の 要 旨

学位 申請者は、新た な薬用資源を求めてパ ラオ共和国 で現地調査 を行い、持 ち帰 っ

た数 多 くの薬 草の 中か ら、 万能薬 と して使 用 されて い る薬草 ・"Ongae1"(P加18グ10

α`〃〃ηg〃σ)葉)に 着 目し、糖尿病動物 お よび担 ガン動物 の免疫能 に及 ぼす影響につ い

て薬理学的 手法を用 いて検討す るとともに、抗糖尿病 作用お よび抗腫瘍作用について

も検討 してい る。糖 尿病罹患者 は免疫能が低 ドし、易感染状態にあることはよく知 ら

れてお り、細胞性免疫や 白血球貧食能が低 ドしてい ることも知 られている.ま た、癌

患者 において も免疫能が低 下していることは よく知 られてい るが、 このよ うな観点か

ら多角的 に、医薬品素材 を探索 した研究 は皆無 とい える。本論文においては、 この よ

うな背景 を研 究の中心におきつつ、新たな医薬品素材の探 索研究 を行 ってい る。

まず、糖尿病 マウスの免疫能 に及ぼす影響 について はdb/dbマ ウス(2型 糖尿病 自然

発症マ ウス)を 用いてサイ トカイン産生能を指標に検討 し、Ongaelの 細胞性免疫賦活

作用 を明 らかに している.ま た、抗糖尿病作用についてはKK-Ayマ ウス(2型 糖尿病

自然発症 マ ウス)を 用いて検討 し、有効性 を見出 してい ろ。その作 用機序の 一つ とし

α一グル コシダーゼ阻害作用を明 らか に してい る。 さらに、MM46(マ ウス由 来乳

癌細胞)担 癌マ ウスに対 して抗腫瘍作用を示す ことを明 らかにする とともに、その作

用機序の一つ として免疫賦活作用を明 らかに してい る。

有効成分 については抗糖尿病作用お よび免疫賦活作用成分 としてmangiferinを 高得

量で単離 し、マクロファー ジ活性化成分 としてacylglucosylstero1を 単離 ・同定 してい

る。非活性成 分 としてはtetracosanolを 単離 ・同定 してい る。 また、薬理活性 を示 し、

かつ 高得量 で単離 したmangiferinに ついてはHPLC分 析 を行い、Ongael中のmangiferln

含 量について も明 らか に している。

本論文は、学位 申請者 自らが現地調査 を行 い、パ ラオ共和 国において万能薬 として

常用 されてい るOngaelに 着 目し、抗糖尿病薬お よび抗癌 薬 として薬 用利用できる可能

性 を検討 し、そ の有用性 を見出す とともに、有効成 分を明 らかにす るとい う 「薬 用資

源学」が 目指す 基本 的な研 究姿勢を示 した もので、価値 あ る論文である。

よって、本 論文は博 上(薬 学)の 学位論 文に 十分値 す るもの と認める。
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